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Abstract

 
This paper is a transitory report from Japan Women’s College of Physical Education Freshman Scholastic Assess-

ment Test (JWCPE FSAT,2011-)and Freshman Survey(FS,2013-).Both were designed in 2010,under the direction of
 

the 2008 guidelines from the Central Education Council.The two were also launched in response to a growing concern
 

the professors held about the widening gap of scholastic abilities amongst the students.
What was mainly observed in the FSAT (2011-2015)was the low level of mathematical skills and the decline in

 
general knowledge on society.The FS (2013-2015)showed that many freshmen find mathematical calculation difficult

 
and have high anxiety towards the studies that start at the college;it also revealed that there was the substantial lack

 
of hours they had spent in learning and reading at high-school.On the other hand,many freshmen are inclined to group
-oriented types of classes that center on experience and participation,hence preferring learning in class rather than

 
learning at home.
Based on these results,the authors explored the kinds of educational efforts that should be directed at JWCPE.

academic achievement, scholastic assessment, first-year experience, liberal
 

arts education, study support

Ⅰ.はじめに

本報告は，日本女子体育大学（以下，本学とする）

において新入生を対象に実施している「学習支援のた

めの調査」（2011～2015年度）および「新入生調査」

（2013～2015年度）のこれまでの結果から，新入生の基

礎学力および学習習慣に見られた主な傾向を抽出・分

析し，今後の本学における学習指導の方向性を検討す

るものである．

両調査は，入学時における新入生の基礎学力，学習

に対する意識・習慣の実態を多角的に把握することを

目的として始められた．まずはその大まかな内容と実

施に至った経緯について簡単に説明しておきたい．

「学習支援のための調査」とは，日本語（汎用性の高

い漢字や慣用表現等）の知識と運用能力，基礎的な文

章読解力，グラフ・資料の読解力，一般常識・社会教

養，計算力を測る基礎学力調査である．

この調査を始める発端となったのは，平成20（2008）

年３月に中央教育審議会大学分科会が発表した「学士

課程教育の構築に向けて（審議のまとめ）」であった．

この答申は全国の大学に対して「高等学校段階の学習

成果の適切な把握・評価」を行うことを要請する内容

を盛り込んだものであり，以下原文を引用すると，

大学においては，調査書の活用に加え，各種の入試

方法の特質に留意しながら，適切な学力把握措置を

講じていくことが求められる

と明記している．これを受けて本学では，2009年度の

教務部長（高橋進教授）の提議・監督の下，教務委員

兼教養教育会議員（加賀岳彦准教授）が基礎学力問題

を作成し，2010年４月の新入生オリエンテーション時

に試験的に実施した．翌2011年度には計算力を測る問

題セクションを付け加え（作成者は石原英樹元准教

授），現行の形（試験時間45分，全91問，91点満点）で

本格的に開始されるようになった．以来毎年４月の入

学時に定期的に実施され，本年（2015年度）で５回目
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を迎える．

「新入生調査」も先の答申に明記された「各種の入試

方法の特質に留意しながら」の文言に則り，新入生の

合格した入試形態，高校時代の学習習慣（例えば学習

時間，読書習慣等），大学の授業に対して入学時に抱い

ている不安，自分の専門以外に興味を持っている学問

領域等を把握するアンケート調査である．毎年４月の

オリエンテーションにおいて，「学習支援のための調

査」と同時に実施している．2013年度に現行の形で開

始され，本年で３回目を迎える．

また両調査の開始に当たっては，本学において学生

の学力を憂慮する声が聞こえるようになってきた事情

も影響していた．特に2000年代後半から，学生間の「学

力格差」が頻繁に指摘されるようになり，授業運営の

難しさを訴える教員が多くなってきた．そのため，当

時既に行われていた入学前教育，初年次教育（教養演

習），習熟度別クラス編成に加え，新たに新入生全体の

基礎学力・学習習慣の実態を総合的に把握する措置が

求められるようになり，両調査の実施が承認されるに

至った．両調査には，今後の入学前教育および日頃の

学習指導に資する基礎資料としての役割が期待されて

おり，また今後の有効活用法については調査担当の教

員間で検討が進められている．

両調査は今後も継続される予定であるため，本報告

は2015年時点での経過報告として公表するものであ

る．また両調査から得られるデータは多岐に及ぶが，

本報告では主要な問題点を明確にすることを目的と

し，これまでの結果で特に顕著と思われる傾向のみを

限定的に取り上げることにした．

Ⅱ.方 法

１.調査対象

「学習支援のための調査」の対象者は2011年度から

2015年度までの新入生で調査を受けた2726名とした．

また「新入生調査」の対象者は2013年度から2015年度

までの新入生でアンケートに回答した1665名とした．

２.調査方法

調査方法は下記のとおりである．この調査について

の分析はSPSSを使って行っている．

①「学習支援のための調査」：Ⅲ-１の「年度別平 得点

の推移」については，入学年度の影響，専攻の違い，

入学年度と専攻の相互作用を 慮した重回帰分析を

行った．またⅢ-１の「問題セクション別の正解率の

推移」，およびⅢ-２の「入試形態別正解率の調査方

法」については二要因分散分析を行い，等分散性が

棄却された問題セクションは一元配置分散分析を

行った．その他適宜TukeyHSDの判定，Kruskal
 

Wallisの検定，Steel Dwassの判定を行った．

②「新入生調査」：この調査と「学習支援のための調査」

の得点との相関分析には，正規性が仮定される場合

には t検定，仮定されない場合にはMann-Whitney

のU検定を行った．

３.調査の内容

先述のように「学習支援のための調査」は基礎学力

調査であり，次年度以降も同じ問題を使用するため，

本報告では設問の公開は控えさせていただき，問題セ

クションのタイトルのみをⅢ-１に提示した．

また「新入生調査」の調査内容（マークシート方式

のアンケート，自由記述欄もあり）は大部に及ぶため，

紙数の関係上，本稿で 察対象とした調査項目のみを

Ⅳの 察箇所で提示するにとどめた．ご了解いただき

たい．

Ⅲ.「学習支援のための調査」（2011～2015
年度）の結果と 察

１.全体の平 得点推移と問題セクション別の

傾向

基礎学力調査「学習支援のための調査」は以下の９

つの問題セクションから構成されている．

Sec.１：漢字の書き方の知識

Sec.２：漢字の読み方の知識

Sec.３：語句の意味の知識

Sec.４：慣用句・熟語の知識

Sec.５：文章の解釈力

Sec.６：日常的文章（手紙文）の知識

Sec.７：資料・グラフの理解力

Sec.８：一般常識・社会教養

Sec.９：計算する力

まず学年全体の平 得点について，年度別推移

（2011～2015年度）を見てみると（図１），軽微な変動

は見られるものの年度間に有意の差は見られなかっ

た．その点で新入生の基礎学力は，あくまで平 得点

から見る限り，この５年間はほぼ安定を保っており，

大きな変化はなかったと判断することができる．
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しかし各問題セクションの年度別正解率の推移を見

てみると（図２），明らかな傾向が２点観察された．ま

ずひとつは， Sec.９：計算する力 の正解率がいず

れの年度も他のセクションと比べて著しく低いという

点である．設問の内容も中学・高校で学習する数学の

基本問題であることを えると，これは新入生の基礎

的な計算力が低いことを明確に示すものと言える．ま

た Sec.１：漢字の書き方の知識 と Sec.２：漢字

の読み方の知識 の正解率の高さと比べた場合，大き

な学力的「偏り」を示すものとなっている．

もうひとつの顕著な傾向は， Sec.８：一般常識・社

会教養 において，2011年度と残りのすべての年度で

有意差が見られ，2012年度以降，低下したままである

点である．このセクションでは，専門・専攻に関係な

く，大学生であれば知っていておかしくない一般概念

（例えば「客観的」と「主観的」の違い）や，日頃新聞

やニュースなどで常識的に用いられる用語（例えば「グ

ローバリゼーション」「福利厚生」「インフラ」等）な

どが問われるが，2011年度には70.7％あった正解率が，

翌年の2012年から段差がついたように62～64％台にと

どまっている．

現在のデータからこの低下の要因を特定することは

困難だが ，可能な要因として推測できるのは，Ⅳ-４

で後述する「低い読書量」である．2013年度以降の調

査対象新入生全体においては，新聞・書籍を読む習慣

が大きく欠落していることが判明しており，それに伴

い，学校の教科以外で知識を得る機会が減少し，社会

的事象一般に対する学生の関心が希薄になってきてい

るせいではないかと推測される．こうした傾向を え

ると，今後本学において学生の視野を広げる教養教育

はさらに拡充されるべきであると えられる．

ここで過去５年間の結果に見られた主な傾向を確認

しておきたい．

①全体の平 点の推移を見る限り，過去５年間で有意

差のある基礎学力の変動は見られなかった．

②しかし問題セクション別に見た場合，本学の新入生

は「計算力」が著しく弱く，日本語力と比較した場

合，大きなアンバランスを生んでいる．

③また「一般常識・社会教養」がこの４年間，低下し

たままである．
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２.入試形態別の正解率

次に各問題セクションの平 正解率を入試形態別に

見てみると（図３），すべてのセクションにおいて上位

３位を占めたのは一般入試C方式，B方式，A方式で，

下位３位はアスリートAO入試，スポーツ推薦，指定

校推薦であった．このことはそれぞれの入学試験の性

質から見て予想されていたとはいえ，入試形態の違い

が本学における学生間の「学力格差」を生んでいるこ

とがここで改めて確認された．

もうひとつ着目すべき点は，同一セクション内にお

ける入試形態ごとの正解率の「差」である．ここでは

Sec.６：日常的文章（手紙文）の知識 を除くすべて

の問題セクションで有意差が見られ，そのほぼすべて

が，学科試験を課される入試群（一般入試C方式，B方

式，A方式）と，学科試験の課されない入試群（AOア

スリートAO，一般推薦，スポーツ推薦，指定校推薦，

特別推薦）との間で生じていた．つまり入試において

「学科試験」を経験・通過することの有無が，基礎学力

のほぼ全般において大きな格差を生んでいると言え

る．

また特に差の大きかったセクションは， Sec.５：

文章の解釈力 ， Sec.７：資料・グラフの理解 ，

Sec.８：一般常識・社会教養 ， Sec.９：計算する

力 であった．これらのセクションに共通して問われ

ているのは，個々の設問固有の内容・条件に合わせて

論理的に推論・解釈し，解を導き出す力，つまりは「論

理的思 力」であるという点である．この結果を見る

限り，正解率の高い入試群と低い入試群とでは，所謂

記憶・暗記系の知識よりも，「論理的思 力」の点で大

きな開きが存在するとひとまず判断することができ

る．つまり本学で漠然と懸念されてきた「学力格差」

の実体とは，この結果から見る限り，資料読解であれ

計算であれ，対象に合わせて論理的に思 する力の高

低にあると仮定される．

Ⅳ.「新入生調査」（2013～2015年度）の結果
と 察

１.苦手意識

「新入生調査」では，本学の学生が入学時において学

習活動のどのような面に困難を感じているかを把握す

るために，苦手意識の実態を調査している．

この調査では，以下の８項目から，「高校生のとき特

に苦手であった」項目を選んでもらう形式をとった．

①文章を読むこと・読解・読書

②文章を書くこと・作文・レポート作成

③計算・グラフ・図形

④暗記（漢字・英単語・数式など）

⑤実技・実験・体験学習など

⑥グループでの討論・議論

⑦人前での発表・プレゼンテーション

⑧学習の長期的継続

表１の度数によれば，苦手意識を持つ学生の最も多

かったのが「③計算・グラフ・図形」(838)，２位が「⑧

学習の長期的継続」(595)，３位が「②文章を書くこと・

作文・レポート作成」(593）であった．やはりⅢ-２で
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も観察されたように，「論理的思 力」そのものが問わ

れる数学や作文に難しさを感じている新入生が多いこ

とがここでも確認できる．

一方苦手意識の度数が低かったのが「⑥グループで

の討論・議論」(274)，最も低かったのが「⑤実技・実

験・体験学習など」(59）であった．これを見ると，本

学の学生は入学時から「体験型・協働型」の学習を非

常に好みやすい傾向が見て取れる．

次に，苦手意識と，「学習支援のための調査」の９つ

の問題セクションとの相関関係を分析した（表１）．以

下，主だった傾向のみを指摘する．

まず「①文章を読むこと・読解・読書」に対する苦

手意識においては，９つの問題セクション中８つのセ

クションで有意差が見られ（有意差の見られなかった

のは Sec.９：計算する力 のみであった），「読む」こ

とに対して苦手意識の低い学生ほど平 点が高い傾向

にあった．

同様に「②文章を書くこと・作文・レポート作成」

に対する苦手意識についても，計算力を除く６つの国

語系の問題セクションで有意差が見られ（有意差の見

られなかったのは Sec.３：語句の意味の知識 と

Sec.６：日常的文章の知識 の２つだけであった），

やはり「書くこと」に対する苦手意識の低い学生の方

が平 点が高かった．

上の二項目とも苦手意識の少ない新入生の得点が高

いことは容易に理解できるとして，留意すべきは，こ

れら「読む」「書く」ことがほとんどの問題セクション

と有意差を示したという事実である．このことは，本

学の学生において，まず「日本語の読み・書き」に対

する苦手意識の有無が，計算力を除く基礎学力のほぼ

全般に影響していることを示唆している．

このほか特に着目したい項目が「⑦人前での発表・

プレゼンテーション」に対する苦手意識である．今回

の分析では Sec.８：一般常識・社会教養 にのみ有

意差が見られ，苦手意識の少ない学生の方がこのセク

ションの平 点が高かった．このことは「一般常識・

社会教養」の意外な重要性を示唆するものとして注目

に値する．というのは，この結果は逆から言うと，「一

般常識・社会教養」の得点が低く，自信のない学生ほ

ど，人前で行う発表・プレゼンテーションに苦手意識

表１ 「新入生調査」における苦手意識と「学習支援のための調査」問題セクションの関係

苦手意識項目

①読み ②書き ③計算 ④暗記 ⑤実技 ⑥グループ学習 ⑦プレゼン ⑧学習継続

度数 苦手意識ない ０ 1270 1072 827 1214 1606 1391 1207 1070

苦手意識ある １ 395 593 838 451 59 274 458 595

学習支援調査項目 平 値 P値 平 値 P値 平 値 P値 平 値 P値 平 値 P値 平 値 P値 平 値 P値 平 値 P値

０ 10.70.0 10.60.04 10.40.00 10.60.00 10.50.05 10.50.40 10.50.92 10.50.12
１.漢字の書き方

１ 10.0 10.4 10.7 10.3 11.0 10.6 10.5 10.6

０ 7.10.0 7.10.00 7.00.02 7.10.00 7.00.28 7.00.92 7.00.69 7.00.22
２.漢字の読み方

１ 6.6 6.9 7.1 6.9 6.9 7.0 7.1 7.1

０ 10.70.0 10.50.08 10.30.00 10.50.01 10.40.68 10.50.08 10.40.15 10.40.61
３.語句の意味

１ 9.5 10.3 10.6 10.2 10.4 10.3 10.6 10.5

０ 17.40.0 17.20.04 16.80.00 17.10.16 17.00.41 17.00.56 17.10.95 16.90.02
４.慣用句

１ 15.8 16.8 17.3 16.9 17.5 17.1 17.1 17.3

０ 1.40.0 1.40.05 1.40.25 1.40.19 1.40.84 1.40.07 1.40.17 1.40.21
５.文章読解

１ 1.2 1.3 1.4 1.4 1.3 1.4 1.4 1.4

０ 2.10.0 2.10.49 2.10.85 2.10.86 2.10.50 2.10.54 2.10.97 2.10.97
６.手紙文

１ 2.0 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1

０ 3.90.0 3.80.02 3.70.42 3.70.59 3.70.15 3.70.55 3.70.52 3.70.06
７.グラフの理解

１ 3.3 3.6 3.7 3.7 3.4 3.7 3.7 3.8

０ 7.20.0 7.00.02 6.90.01 7.00.07 7.00.21 7.00.16 7.00.01 7.00.71
８.常識教養

１ 6.4 6.8 7.1 6.9 6.8 6.8 6.8 7.0

０ 5.90.2 5.70.05 6.30.00 5.80.06 5.90.00 5.80.15 5.80.67 5.80.75
９.計算力

１ 5.7 6.0 5.4 6.0 5.0 6.0 5.8 5.8

０ 66.50.0 65.50.03 64.80.20 65.30.08 65.10.23 65.00.80 65.10.69 64.70.09
計

１ 60.5 64.3 65.3 64.5 64.2 65.1 65.0 65.7

P＜0.01 P＜0.05
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を持ちやすい傾向を示していると えられるからであ

る．

教養力の欠如ゆえに発表・プレゼンテーションに消

極的になってしまうとすれば，それは在学時の学修だ

けにとどまらず，４年後の就職，卒業後の社会的活動

にまで否定的な影響を及ぼしていく可能性もある．Ⅲ

-１で観察されたように，2012年度以降，新入生の「一

般常識・社会教養」は低下・停滞したままである状況

を えれば，「一般常識・社会教養」の向上は，本学が

今後特に意識的に取り組んでいくべき課題であると言

える．

ここで苦手意識の傾向と 察をまとめておきたい．

①本学の新入生は，計算や文章を書くなど「思 力」

そのものが問われる知的作業に対して特に苦手意

識を抱いている．

②学習の長期的継続に苦手意識を抱いている学生が

多い．

③「体験型・協働型」の学習に対しては苦手意識が少

ない．

④日本語文章の「読み・書き」に対して苦手意識を

抱いている学生は，基礎学力のほぼ全般にわたっ

て得点が低い傾向にある．

⑤「発表・プレゼンテーション」に対して苦手意識を

持っている学生は，「一般常識・社会教養」の得点

が低い傾向がある．

２.大学の授業に対する入学時の「不安」につい

て

「新入生調査」では，先の苦手意識と並行して，大学

の授業に対する入学時の「不安」についても調査して

いる．その主だった結果を以下に示す．

本学は体育系単科大学ということもあり，講義系の

授業に対する不安が高く実技系の授業に対する不安は

低いと予想されがちであるが，過去３年間の結果を見

る限り，必ずしもそうではないことが分かった．「講

義・演習科目についていくことができるか心配だ」（図

４－１）においては，計78％の学生が「心配だ」の範

疇（「そう思う」37.6％＋「少しそう思う」40.4％）と

回答し，また「実技科目についていくことができるか

心配だ」（図４－２）においても計66.6％の学生が「心

配だ」の範疇に回答した．つまり新入生のほぼ７割が，

講義系授業のみならず実技系授業に対しても少なから

ぬ不安を抱いていることが分かった．

こうした不安の内容を把握するべく「新入生調査」

の自由記述欄を見てみると，実技系科目に対する不安

としては，例えば「スポーツは好きなのですが苦手な

競技がほとんどなのでついていけるか心配です．器械

運動に関して言うと側転もできません」（2014年健康ス

ポーツ学専攻一般推薦入学者）のように，特定の苦手

種目を想定して「心配だ」と回答しているケースが多

い．講義系科目に対する不安については，典型的な回

答として「勉強の方法やレポートの作り方や成績のこ

とが心配です」（2014年スポーツ科学専攻一般入試A

方式入学者），「テスト勉強の仕方は高校とどう違って

くるのか」（2015年健康スポーツ学専攻一般推薦入学

者）のように，高校までとは異なる学習形態に対して

不安を覚えている様子がうかがえる．こうした傾向を

えると，大学でのノートテイクやレポートの書き方

など大学での学習スキルを教授する初年次教育（教養

演習）は，本学において実施する意義が大きいと言え

る．

また幼児発達学専攻の場合，「ピアノ・歌の実技科目

についていけるか心配だ」の項目で「心配だ」の範疇

に回答した新入生が合計74.2％にも上った点も付記し

ておきたい（図５）．

自由記述欄の記載件数を見てみると，2013年度から

2015年度までで全159件の記載があり，その中で何らか

の「学業上の不安」を記載した件数は86件で全体の54％

図４－１ 「講義・演習科目についていくことができるか
心配だ」

図４－２ 「実技科目についていくことができるか心配だ」
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②少しそう思う，
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④あまりそう思

わない，7.2％

③どちらともい

えない，13.9％

⑤全くそうは思

わない，0.7％

空白，0.2％

０％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

空白，0.7％

⑤全くそうは思

わない，3.2％

③どちらともい

えない，16.9％

②少しそう思う，
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①そう思う，

27.2％
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わない，12.6％

０％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
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を占めた．さらにその86件を入試形態別に見てみると

（表２），69件（80％）は「非学科試験系」の入試（各

種のAO・推薦入試）で入学した新入生のものだった．

中でも最も多かったのが「一般推薦」で32件（37％)，

２位が「AO入試」で21件（24％）であった．これらを

見ると，学科試験を経なかった新入生が学業に不安を

覚えやすく，とりわけ「一般推薦」の入学者に学業上

の不安が大きいことが判明した．このことは，「一般推

薦」合格者に対する入学前教育等の工夫が特に必要で

あることを示唆している．

しかし学業には常に不安がつきまとうものであり，

進学時においてそれを払拭するのは不可能に近い．む

しろ不安を抱えつつも自力で対処していくスキルなり

自信があるかどうかが重要となる．そこで，学業で困

難が生じても自助努力でやっていけるかどうかの意識

をも調べてみた．「勉学で困難が生じても自分で何とか

やってけるか心配だ」の項目では（図６），「心配だ」

の範疇に回答した新入生が計63.2％に上っていた．こ

のことは，６割以上の新入生が学業上の困難を自己解

決していくことに自信が持てないことを示している．

学業でつまづきが生じれば，周囲の学生や先輩，教

員に助力を求めることになる．そこで「他の学生，先

輩，教員など周囲とうまくやっていけるか心配でだ」

の項目を見てみると（図７），計59.5％の学生が「心配

だ」の範疇に回答していた．

このほか，高い不安を示していたのは「勉学と部活

の両立」に対する不安で，「心配だ」の範疇が計71％近

くにまで上っていた（図８）．

ここで入学時の「不安」に見られた要点を整理して

おく．

①本学の新入生の７割程度が大学の授業に不安を抱い

ており，実技系科目においては「苦手種目」に，講

義系科目では大学での「新しい学習形態」に不安を

感じやすく，「部活動との両立」も不安材料となって

いる．

②入試別に見ると，特に「一般推薦」合格者に学業上

の不安を訴える声が多い．

③６割強の新入生が自分の力でやっていく能力にいま

ひとつ自信が持てない傾向がある．

今後の教育を える上では，特に上の③に対する配

慮と工夫が求められてよいと えられる．

表２ 入試形態別「学業上の不安」に関する件数（「新
入生調査」自由記述欄，2013～2015年度）

入試形態 件数 計

AO入試 21

アスリート推薦 2

非学科試験系 一般推薦 32 69

スポーツ推薦 8

指定校推薦 6

一般入試A方式 10

学科試験系 一般入試B方式 4 16

一般入試C方式 2

不明 1 1

全体 86件

図５ (幼児発達学専攻)「ピアノ・歌などの音楽実技科目に
ついていくことができるか心配だ」

図７ 「大学に入ってから他の学生，先輩，教員など周囲と
うまくやっていけるか心配だ」
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か心配だ」
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３.学習への取り組み

過去10年間に発表された日本の高校生の学習時間に

関する種々の調査（2006年ベネッセ，2010年日本青少

年研究所，2015年中央教育審議会）はいずれも，高校

生の勉強時間が「減少している」という結果で軌を一

にしている．2006年の調査では「家で全く勉強しない」

生徒の割合が「毎日勉強する」を上回り ，2010年の日

米中韓４カ国比較調査では，日本の高校生は「４カ国

中最も勉強時間が短い」という結果になり ，2015年の

答申では，特に「学力中間層」（大学進学が可能な学力

レベルにあるとされる高校生）の学習時間が大きく減

少していると報告されている ．こうした全国的傾向

の中，本学に入学してきた新入生たちは，これまで学

習にどう取り組んできたのかを調べてみた ．

まずは高校までの勉学への取組みについての意識を

調査してみると（図９），「高校生のときあなたの勉強

への取り組みはどうでしたか」の問いに，「かなりがん

ばった」が14.2％,「少しがんばった」が最も多く

48.3％，計62.5％が「がんばった」の範疇に回答した．

一方「あまりがんばらなかった」「がんばらなかった」

の合計が16.5％にとどまることを えると，本学の新

入生は概して，高校の勉強にはある程度取り組んだと

いう意識を持っていたと判断される．

次に，「高校生のとき，平日（学校のある日）の放課

後，学校の授業以外に（学習塾や予備校，家庭教師を

利用して勉強した時間も含めて）１日あたり平 して

何時間くらい勉強しましたか」の問いでは（図10），最

も多かったのが「０～30分くらい」で全体の41.1％，

２位が「30分～１時間くらい」で22.1％，合計で全体

の63.2％が「１時間未満」しか勉強していないという

結果になった．「１時間未満」という時間幅から推測す

るに，これらの新入生は自宅学習も少なかった上に補

助的手段（塾・予備校・家庭教師等）を利用すること

もなかったと推測される．

学習への取り組みと学習時間の関係をさらに調べて

みると（図11），「かなりがんばった」という新入生で

さえ40.1％（④17.7％＋⑤22.4％）が「１時間未満」

にとどまり，「少しがんばった」新入生も61.6％（④

25.9％＋⑤35.7％）が「１時間未満」に過ぎなかった．

まとめると，高校時代に勉学を「がんばった」と感じ

ている新入生でさえ，その５割近くは学習時間が「１

時間未満」にとどまるということになり，学習時間に

よる裏付けが乏しいという結果になった．

この結果に対しては二つの要因が えられる．ひと

つは，この10年で高校生の学習時間が減少傾向にあり，

「自宅で全く勉強しない」生徒が増えている状況では，

１日「１時間未満」であってもそれが普通であると認

識しているかもしれないことである．本学としては，

こうした新入生が多数いることも想定しておいてよい

かもしれない．もうひとつは，高校時代，勉学と部活

動の両立が難しく，満足な学習時間が確保できなかっ

たことである．この経験が先に見た「学業と部活の両

立」に対する不安と「学習の長期的継続」に対する苦

手意識に表れていると推測される．

ある程度「がんばった」けれども授業以外での学習

時間が少ないとすれば，学習タイプとして見た場合，

本学の新入生は予習・復習を念入りにやる「家庭学習

型」とは言えず，授業内で理解・習得しようとする「授

図８ 「勉学と部活を両立できるか心配だ」 図９ 「高校生のときあなたの勉強への取り組みはどうで
したか」
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業型」の傾向が強いと見ることができる．

４.読書習慣と読書量について

学習時間と並行して，読書量に関しても日本の高校

生のそれは減少傾向にある．国立国会図書館の調査

（2012実施，2013発表）によれば，高校生の１カ月あた

りの平 冊数は「1.6冊で，前年の1.8冊より減少した」

とされており ，また全国図書館協議会の調査（2014）

でも１カ月平 「1.6冊」とされ ，文部科学省委託調

査（2014）では，高校生は読書を「平日・休日ともに，

５割以上が「全くしない」との回答であった」と報告

されている ．「新入生調査」では本学における新入生

の読書量はどうなっているかにも目を向けてみた．

まず「あなたは，本（雑誌・絵本・写真集・教科書・

問題集など以外の，内容・活字が詰まった書籍）を１

か月あたり平 して何冊ぐらい読みますか」のに対し

ては（図12），「ほとんど読まない」（ほぼ０冊）が全体

の56.6％を占めた．つまり半数強の新入生は本を読む

という習慣がほとんどないまま本学に入学してきてい

るという実態が浮かび上がった．

また「あなたはふだん新聞（テレビ欄以外）を読み

ますか」に対して（図13），「週に５日以上読む」（つま

りほぼ毎日読む）と答えた学生が全体のわずか2.4％で

あった．「週に３～４日読む」が3.7％，「週に１～２日

読む」16.3％，「ほとんど読まない」が最も多く77.5％

を占めた．新聞とは本来「毎日」読むものであるとい

う一般的通念に照らせば，新入生のほぼ97％は，「新聞

を毎日読む」という習慣そのものを持っていないこと

が判明した ．

今回の分析では，読書量と「学習支援のための調査」

の得点との間に統計上の相関は見られなかったもの

の，新聞をも含めたこの読書量の低さは，Ⅲ-１で明ら

かになった「一般常識・社会教養の低下」と全く無関

係であるとは え難く，今後の調査でも両者の関係は

特に注視していく必要がある．

図11 学習意識と学習時間の関係

図12 １カ月の平 読書量
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５.他の学問領域への興味

本学は体育学部のみから成る単科大学である以上，

学生の興味がスポーツ・体育・舞踊・健康に向かうの

は当然であるが，これら以外の学問領域に対する関心

も，教養の幅を広げ，各自の専門性を豊かにし，進路

の選択肢を増やす要素にもなりうる ．そこで「新入生

調査」では新入生が抱いている他分野への興味も調査

してきた．「自分が所属する専攻の学問領域以外に，ど

のような領域に興味・関心がありますか」に対する３

年間の回答をグラフにまとめたのが図14である．

全体として見た場合，「教育学・福祉学」が55.3％と

突出して高く，２位以下を大きく引き離していた．２

位が「医学・医療・保健」で29.1％，そして「言語学・

諸外国語学」の24.2％と続いた．反対に非常に興味の

薄い領域が「法学・政治学・経済学・社会学」で9.1％，

そして最も興味の薄いのが「数学・理学・工学・情報

科学」でわずか4.4％であった．舞踊学専攻では，「哲

学・文学・歴史学・芸術学」が最も高く，次いで「言

語学・諸外国語学」，その次が「教育学・福祉学」だっ

た．３位ではあるが教育・福祉に対する関心は決して

低くはない．

本学の新入生が「教育学・福祉学」系にひときわ高

い関心を示す理由としては，教員志望の学生が多いこ

と，そしてこれらの領域がスポーツ・体育・舞踊・健

康等と結びつきやすいことが えられる．また多くの

新入生が「対人的・奉仕的」活動を好む性向を持って

いることをも示しており，このことはⅣ-１で確認され

た「体験型・協働型」の学習に対する苦手意識が低い

こととも符合する．加えて，本学で培った専門性を卒

業後もこの方面で活かし，学修と進路に一貫性を持た

せたいという意向も観取できる．

本学としてはこうした新入生の興味・方向性を尊重

し，伸長させる工夫をする必要があるが，そのために

は，専門性のみならず，広い社会的教養を身に付けさ

せる必要があろう．何より教育・福祉の領域は公共性

の高い分野であり，社会のあらゆる層の人々と具体的

かつ密接に関わる分野であるだけに（例えば学校教員

になったとしても，生徒だけでなく保護者や地域住民

ともさまざまな形で関わらなくてはならない），幅広い

知識と教養が要求される領域とも言える．そのことを

えた場合，今回の調査で浮かび上がった「一般常識・

社会教養」「計算力」「論理的思 力」の弱さ，また読

書量・学習量の少なさは，こうした領域を志向する学

生にとって，この先大きな課題になる可能性が高いと

言えよう．

以上３から５まで，入学時における新入生の「学習

習慣」「読書習慣・読書量」，「他領域への興味」を見て

きたが，その主な傾向をここで確認しておく．

①高校時において学業をある程度「がんばった」とい

う意識は持っているが，実質的な学習時間による裏

付けに欠けており，学習習慣が身についていないま

ま大学に入学している学生が多いと判断される．

②100％近い新入生において新聞を「毎日」読む習慣は

無きに等しく，また読書については半数強が１カ月

「０冊」に近く，読書習慣がほとんどない．

③「教育学・福祉学」など公共性・奉仕性の高い領域に

興味を抱いている学生が突出して多い．ただし，そ

の興味を進展させ進路につなげるためには，知識・

教養面におけるいっそうの充実が図られる必要があ

る．
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Ⅴ.ま と め

以上の結果と 察を踏まえ，最後に本学における今

後の教育内容・学習指導の方向性を検討してみたい．

１.言語力（日本語力）に関して

今回の調査では学生の言語力（日本語力）に関して

今後とも着目していくべき重要な点が１つ明らかに

なった．それはⅣ-１で示したように，日本語の読み・

書きに対して苦手意識を抱いている学生ほど基礎学力

調査のほぼ全般にわたって得点が低い傾向にあったと

いう点である．これはよく言われる「基礎学力におけ

る言語力の重要性」を再認識させる結果であり，本学

においても基礎学力全体を底上げするためにはまず日

本語力を充実させ，苦手意識を克服するよう指導して

いく必要があることを示している．

ただし，言語力は単なる「教科」の範囲を超えたも

のであり，特定科目内で十全な向上が見込まれる性質

のものではない以上，学生の日本語力全体を向上させ

るためには，特定の国語系・教養系の授業だけにその

任を期待するだけでは不十分であろう．むしろ講義

系・実技系を問わず，日本語を用いるあらゆる授業に

おいて，授業担当者の日本語による指導・説明そのも

のが，学生の言語力を磨くことにつながることを意識

する必要があろう．またゼミや演習の議論・発表にお

いても，学生の用いる日本語に対して今まで以上に指

導的配慮がなされることが期待される．

２.一般常識・社会教養について

今回の調査では，「一般常識・社会教養の低下」が他

の調査項目との関係から目を引く結果となった．過去

４年間続く得点そのものの低下・停滞に加え，「発表・

プレゼンテーションに対する苦手意識」との相関性か

ら，一般常識・社会教養の弱い学生が将来被るかもし

れない不利益が見えてきた点も重要である．Ⅲで 察

したように，教養面の不安から「発表・プレゼンテー

ション」に消極的になったのでは就職にも影響してく

るであろうし，また半数以上の新入生が抱いている「教

育・福祉」に対する関心も，広い教養なくしては実質

的な涵養を経ないまま先細りしていくだけであろう．

一般常識・社会教養も，前述の言語力と同じく特定

教科の教授範囲を超えたものであり，教科書よりもむ

しろその外部にある多様な知的媒体（つまり新聞や書

籍）を通して豊かにしていくのが自然である．本学の

学習指導では，科目の「外部」にも学生の目を向けさ

せ，多様な社会的事象に関心を持たせるよう働きかけ

ることが望ましいと えられる．

３.学業に対する不安・心配について

今回の調査では，学業に対して新入生が抱いている

不安は総じて「高い」と判断された．もしこの傾向が

今後さらに高まるようであれば，新入生の学力に対す

る自己評価がさらに低下したものと見て，大学として

も何らかの入学前対策を講じる必要が出てこよう．

しかし，学業における不安はすべて否定されるべき

ものではない．むしろ学業に真摯に取り組ませるには

ある程度必要な心理的要素であるとも言える．むしろ

重要なのは，不安を感じてはいても，自分の力で，時

には身近な人の助力を得て，何とか学業を遂行してい

けるだけの自己解決能力ないしは自律的学習姿勢を育

てていくことであろう．無論学力の低い学生に対する

ケアは常に用意しておかなくてはならないが，手取り

足取り面倒を見ることだけに終始するのではなく，自

立・自律を促し，最終的には学習習慣を確立するよう

指導していくことに目標を置くべきであると えられ

る．

４.読書量について

本学入学生の「読書量の少なさ」は，今回の調査の

中で最も顕著かつ明瞭に観察された結果である．本報

告では読書量と学力試験の得点および苦手意識等との

相関を分析する作業までには至らなかったが，新聞を

含めた読書量の少なさが新入生の「論理的思 力」の

弱さや「一般常識・社会教養」低下の根本にあるかも

しれないとの観を深めており，今後さらに調査・分析

を進めたいと えている．

ただしこの先の結果がどう出ようと，これから高等

教育を受ける新入生の97％近くが新聞を「ほとんど読

まず」，56.6％が「１ヶ月で読む本はほぼ０冊」という

のは，改善を促していくべき事実であることに変わり

はない．

５.本学における「授業」の重要性について

Ⅳ-３で観察された通り，新入生は高校時代に学業を

「がんばった」という意識は持っていても，実質的な学

習時間は十分ではなかった．さらに大学で部活動をす

る予定の新入生は，学業との両立を心配する傾向が強

く，実際に両立が容易でない場合も十分想定されるた
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め，本学では一般の他大学と同程度の家庭学習を期待

することは難しいと判断される．とすれば，学習の場

としての「授業」が本学においてよりいっそう重要な

ものになろう．まずは「授業内容の質的向上」こそ本

学が取り組むべき大きな課題であると言える．

Ⅳ-１で明らかになったように，本学の新入生は「グ

ループでの討論」や「体験型学習」に対して苦手意識

が少ない．ゆえに，「協働性」のある学習方法を有効に

取り入れていくことは，本学において授業をより充実

したものにする適切な手段になると えられる．

以上，過去５年間の「学習支援のための調査」およ

び３年間の「新入生調査」から，本学の新入生におけ

る主な傾向と問題点が浮かび上がった．今後はこれら

に充分着目しながら両調査を継続し，さらに具体的な

教育上の改善案を提案できるよう分析と 察を進める

予定である．
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注

⑴ 2011年度において「新入生調査」はまだ実施されていな

かったため，2011年度と2012年度以降との差を総合的に

察することができず，ここで低下そのものの要因は特

定できない．ただしⅣ-４で示す2013年度以降の「読書量

の低さ」と連動している可能性を筆者は推測している．

⑵ 文部科学省「大学における教育内容等の改革状況等に

ついて」(平成23年）では，新規調査項目として入学後の

「学生の学修時間・学修行動の把握」が挙げられている．

「新入生調査」は将来，こうした入学後の調査とも連携す

ることになっていくことが予想されるため，入学時の調

査は今後さらに具体的なものにしていく必要がある．

⑶ 現在では新聞は読まなくともネットやスマートフォ

ン，携帯電話でニュースを読んでいる可能性もあるので，

その点については今後改めて調査したい．

⑷ 加えて，文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推

進室「大学における教育内容等の改革状況について（概

要）」（平成26年11月14日）では，大学における教育制度の

改善事項として＜専攻以外の分野を学修させるための配

慮＞を掲げ，主専攻・副専攻制を導入している大学数を挙

げている．これは，大学で専門・専攻以外の分野を学ばせ

ることの意義が再認識されるようになってきたことを示

している．その意味で，本学では今後どのような異分野を

学生に学ばせていくかを える上で，「新入生調査」にお

けるこの調査項目は実施意義が大きいと えられる．
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